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間機を使う新ガイ

兵隊を運ぶ囗本工

日本の軍事費は？

平成９年度　約４兆９千億円

　うち　人件費・食料費　２兆１千億円（４３％）

　　　　物件費　　　　　２兆８千億円(5 7%)

　物件費内訳

　　装備　　　　　　　５千３００億円(1 9%)

　　研究開発費　　　　９千２４０億円（３３％）

　　設備整備　　　　　１千４００億円（　５％）

　　設備維持費　　　　２千２４０億円（　８％）

　　基地対策費　　　　３千　　　億円(11%)

　　その他　　　　　　　　５６０億円（　２％）

　　米軍費　　　　　　６千４００億円（２２％）

　　　＊沖縄米軍移転費（１兆円）は別枠

海兵隊輸送は航空法違反です
　全日空機が初めて沖縄から東京・横田基地まで米海兵隊を輸送した問題は、

ドラインの先取りとして航空関係者から強い批判をうけています。その中で１

アシステム（ＪＡＳ）のチャーター便は急きよ中止されました。航空安全推進協議会、航空労組連絡会とともに

連名で反対声明を出し左日本乗員組合連絡会議の村中哲也副議長はつぎのように語ります。

　日本乗員組合連絡会副議長　村中哲也さんの話

　米軍の輸送を民間企業にさせるのは。「ガイドライン」見直しにもとづく、周辺有事での対米協力具体化を先

取りしたものです。今回の海兵隊の輸送は、商業ベースといいますが、明らかに米軍の戦闘を想定した軍事演習

り乍戦に民間機がかり出されたことにほかなりません。民間航空の業務は、軍事目的ではおこなわないことが国

際法と航空法の前提になっています。海兵隊輸送は航空法違反です。

　航空労働者は民間航空機の軍事利用に強く反対しており、民間航空機関と航空施設、航空管制業務での軍事協

力にも絶対反対です。今後の演習部隊の輸送に当たって民間企業の協力はいっさいやめることを明確にするよう、

政府に求めたいと思います。

諮彳[;s９彳冫・Ｑｕ励ajを孛ぼう

　日米防衛協力の指針（ガイドライン）の見直し作業が進められています。その内容は厂周辺有事」のさい日本

が米軍にどう協力するかというもの。後方支援ということになっているが、自衛隊は領海外の海上警備、防衛、

機雷掃海、基地の提供、武器・弾薬・食料等の補給、整備支援、情報提供・通信支援など憲法にも違反する内容

を含んでいます。それだけにとどまらず、政府・自治体・民間企業が強制的に協力をさせられる内容も含まれて

います。医療・土木建築・運輸等の１０業種について、どう協力させるか検討中です。それには、人権を制限す

る特別立法が必要です。「有事法制」の研究もあわせておこなっているのです。

　霞ヶ浦駐屯地の武器補給所は本土では最大の補給基地になっています。有事にはここから武器・弾薬・食料・

燃料等が輸送される可能性が大きいと思われます。交通の遮断、ヘリ騒音、落下事故も心配されます。

　輸送は民間にも協力させられます。これに従わない場合は、厂有事法制」によって処罰されることになります。

　ガイドうインと有事立法を学習しましよう。資料卩９７日本平和大会学習パンフ」　理事　井上仁志

　行事ごよみ

８月１６日　「ガイドライン見直しと有事立法」学習会

　　　　（水戸）講師日本平和委　松尾高志氏

８月１７日　すいとんを食べる会（ポッポの会主催）

　　　　　　コープ小岩田店１１：００～１４：００

　　１７日　「教科書問題」県民の集い（水戸市民会館）

　　１７日　文化のっとい（土浦市民会館）１３：３０～

８月２２日　平和行進県南実行委反省会（つくば）

　　２２日　土浦平和の会理事会（１中地区公民館）

８月２６日　県平和委常任理事会（水戸）

９月１４日　「硝子の真実」土浦市民会館１４：００

　　　　　　（茜渓学園PEACE WAVE創作劇）入場無料

９月２７日　「愛の黙示録」ワークヒル１：３０～

１０月９日　土浦・阿見基地巡り

　　　　　　（いばらきコープ主催　案内　飯村一雄）
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